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事後評価票 

（平成 25 年 8 月現在） 

３． 課題名 革新的細胞解析研究プログラム（セルイノベーション） 

４． 評価結果 

（１）課題の達成状況      

【事業の概要】 

革新的細胞解析研究プログラムは、ヒトゲノムの塩基配列解読達成後のポストゲノム解

析や更なる細胞機能の解明に向けた発展的プロジェクトであり、次世代シーケンサーを整

備した「シーケンス拠点」、多様かつ大量のデータを取扱う「データ解析拠点」を構築し、

従来の技術で取得不可能であった大規模・多面的な遺伝情報解析や細胞情報の経時・連続

計測等の手法を駆使し、細胞・生命プログラム解読に挑むとともに、細胞情報を取得する

ための革新的な技術開発を行い、生命現象の統合的理解や医学薬学等幅広い分野の波及効

果を与えることを目的として開始されている。 

 

【プログラム運営体制】 

 本プログラムでは、プログラムの円滑な実施を図るためプログラムディレクター(PD)及

びプログラムオフィサー(PO)を配置している。PD・PO は、本プログラムに対する進捗管理

と総括を適切に行い、的確な指導、助言に尽力しており、本プログラム全体の遂行に向け

て、大変優れた取組をしていると判断される。また、中間評価の指摘事項を踏まえ、研究

体制の縮小や、一部課題を中止するなど、研究体制の見直しを行った点も評価できる。 

さらに、「シーケンス拠点」や「データ解析拠点」の整備を推進し、各先導研究拠点との

連携にも尽力していると判断される。一方、次世代シーケンサーの機器やそのデータ解析

技術の開発は、技術革新のスピードがすさまじい領域であり、次世代シーケンサーも本拠

点以外にも多くの施設で導入されてきている。先導的かつ革新的な技術開発に特に留意し

た効率的かつスピーディーな取組、技術や研究成果の社会への普及、啓発活動に関する取

組がより一層期待される。 

PD・PO は、キックオフミーティング、研究成果発表会、実施者会議等を適切に主導する

とともに、運営委員会、倫理 WG の開催、拠点や先導研究実施機関へのサイトビジット、定

期的な PO・両拠点打合せを通じて指導、要請を行っており、プログラムの進捗管理、運営

上の課題解決の対応、総括は適切に行われていると評価できる。 

 

【プログラム全体に対する評価】 

プロジェクト開始初期には、一部の課題、分担課題に進捗に遅れがあったが、中間評価

において改善を指摘された課題について、研究体制の見直し等を行ったことで、全体とし

ては、最終的には、十分な成果を上げたと評価できる。また、公開シンポジウム、国際シ
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ンポジウム、パンフレット・ニュースレターの発行など社会との関係を意識した普及・啓

発活動を適切に行っている。 

今後、論文準備中、投稿中と記載された成果について、確実にかつ速やかに論文発表に

結び付けることに尽力することに期待する。 

これらの内容を踏まえて考えれば、本プログラムの進捗状況及び得られた成果は優れて

おり、PD・PO の運営に関する取組は大変優れていると評価できる。 

（２）成果 

 本プログラムを通じて、単一細胞または超微量レベルの試料で解析可能な超高感度の解

析技術等について、世界最高水準の技術開発成果を達成し、知的財産権の確保、企業への

技術移転及び製品化等の取組等が積極的に行われたことは、今後、医学・薬学をはじめ、

農学・環境など多方面における基盤技術となることが期待されることから高く評価できる。

しかし、細胞・生命プログラム研究の新しい展開を可能とする研究基盤を構築する目的を

達成するためには、「シーケンス拠点」の革新技術等や、「データ解析拠点」の各種解析ツ

ール等の外部利用を一層推進することが求められる。 

 本プログラムにおける適切な進捗管理と総括を通じて、研究成果についても世界をリー

ドするものが多数創出されている。今後は、実際に次世代シーケンサーを駆使することで

生命科学の向上につながるような論文発表や特許などの先駆的成果がより一層創出される

ことが期待される。 

（３）今後の展望 

超微量の ChIP-seq※1や RNA の解析技術を基に斬新な研究成果を上げており、また FRET※2

イメージング技術を開発し、がん細胞群を解析する等、新しい手法を開発しており、今後

の成果が期待される。また、開発した新しい手法は、国内外の多くの研究者が利用できる

ように普及促進に取り組むことが求められる。 

セルイノベーションプログラムでは、１細胞又は超微量レベルでの解析技術において優

れた成果が上がっているが、本プログラムにおける研究開発だけでは十分とは言えない。

今後、多細胞解析も含め、更なる技術開発を推進させることが必要であり、そのことによ

り、基本的な生命現象の理解が進むとともに、疾患研究が進展し、予防、診断、治療など

に貢献することが期待される。 

 ※1 ChIP-seq：クロマチン免疫沈降法 (chromatin immunoprecipitation: ChIP) と次世代シークエンサ 

ーを組合わせた技術。免疫沈降で回収した DNA 断片に、機種に応じたサンプル調整を施 

し、超高速シークエンシングを行い DNA 断片の配列を決定すること。 

 ※2 FRET：励起された蛍光物質（ドナー）のエネルギーが、ごく近傍にある蛍光分子（アクセプター） 

に無放射遷移する現象（Förster resonance energy transfer の略）。 
 


